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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱活性接着剤組成物を基準として、５０～９５重量％の粘着性ポリマーと、５～５０重
量％のポリカプロラクトンとを含んでなる熱活性接着剤組成物において、前記粘着性ポリ
マーが、分子内にヒドロキシル基とフェニル基とを有するアクリル系ポリマーであり、前
記粘着性ポリマーが、（Ａ）１または２以上のフェノキシアルキルアクリレートおよび（
Ｂ）ヒドロキシル基を分子内に有するモノマーに由来するモノマー単位を合計して７０重
量％以上有し、前記粘着性ポリマーが、前記粘着性ポリマー全体の重合単位を基準として
、（Ｂ）ヒドロキシル基を分子内に有するモノマーに由来するモノマー単位を０．５モル
％～１５モル％有することを特徴とする、熱活性接着剤組成物。
【請求項２】
　請求項１の熱活性接着剤組成物からなるフィルム接着剤。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、表面が実質的に粘着性を持たないフィルム接着剤を形成することができる熱活
性接着剤組成物およびフィルム接着剤に関する。
【０００２】
【従来の技術】
粘着性ポリマーを主成分とする接着剤は感圧性接着剤（粘着剤）とも呼ばれ、圧力を加え
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るだけで容易かつ強力に接着することができる。しかしながら、粘着性があるので、打ち
抜き加工等の加工性が悪く、また位置合わせが困難である。
【０００３】
そこで、粘着フィルム（粘着剤からなる接着層を有する）の粘着性の制御については、多
数の技術が提案されている。たとえば、粘着面にエンボス加工で凹凸を施して見かけ上の
粘着性を低下させ、加熱により平滑化して接着力を増大させる方法（特開平４－３０９５
８３号公報等に開示。）がある。すなわち、加工や位置合わせの際には、粘着面を被着体
に対する接着力の低い凹凸状態に保ち、接着を完了させる段階で、粘着面を平滑にして接
着力を増大させる方法である。
【０００４】
また、結晶性の成分を含む粘着層を有する粘着フィルムとして、国際公開特許公報ＷＯ９
７／４６６３３号に開示されたものがある。この粘着フィルムの粘着層では、粘着性ポリ
マー中に、結晶性のアクリレート成分が連続相として導入される。また、この粘着層でも
、接着力を落とさずに完全に粘着性をなくすことが比較的難しく、通常は接着面（粘着面
）が粘着性を有する。したがって、その形状記憶性を生かし、２次形状としての凹凸を有
する粘着面を、記憶形状（１次形状）である平滑粘着面へと変化させることで、上記と同
様にして、加工性や位置合わせ容易性を高めている。
【０００５】
しかしながら、これらの粘着フィルムでは、加工や位置合わせの段階（初期段階）から平
滑な接着面を有するフィルム接着剤を形成することはできない。接着面が粘着性を有し、
しかも凹凸構造を有する場合、加工や位置合わせの際に付着したゴミの除去が困難である
。また、その様な凹凸接着面を確実に保護するためには、特殊なライナー（剥離面が凹凸
構造を有するもの等）が必要であり、経済性にも難があった。また、粘着性ポリマー自体
のＴｇが比較的低く、耐熱性も低い。
【０００６】
一方、加熱により粘着性を発現または増大させる、いわゆる熱活性接着剤も知られている
。熱活性接着剤は、ホットメルトフィルム接着剤や、感熱型接着剤とも呼ばれる。また、
その接着力を高めるために、粘着性ポリマーと熱可塑性樹脂とを組み合わせることも知ら
れている。
【０００７】
熱活性接着剤で用いられる熱可塑性樹脂は多岐にわたるが、たとえば、ポリエステルが使
用できる。たとえば、特表昭５６－５０１１３１号公報には、次の様な、改善された耐熱
性を有する熱活性接着剤組成物が開示されている。すなわち、（ｉ）約１００重量部の熱
可塑性ポリマーと、（ｉｉ）交差結合剤（架橋剤）と、（ｉｉｉ）この交差結合剤と交差
結合反応するのに利用できる複数個の官能基をもつ約１から１００重量部の有機ポリマー
とを含む、接着剤組成物である。上記熱可塑性ポリマーとしては、ポリエステルやポリウ
レタン等が使用でき、上記有機ポリマーとしては、ポリアルコール類やポリアミン類が使
用できる。また、上記交差結合剤には、ジイソシアネートやポリイソシアネートが使用で
きる。この様に架橋された熱活性接着剤組成物は、耐熱性を効果的に高めることができる
。また、この様な熱活性接着剤は、通常、常温で粘着性を持たないので、加工性や位置合
わせ容易性を高めることができる。しかしながら、ここに開示の接着剤組成物には粘着性
ポリマーは含有されないので、接着力を高めることは困難である。
【０００８】
一方、特開平８－１３４４２８号公報には、熱可塑性結合剤と、粘着性ポリマーとを含有
するホットメルト接着剤組成物が開示されている。この公報には、熱可塑性結合剤として
ポリエステルが、粘着性ポリマーとしてイソオクチルアクリレートーアクリル酸系共重合
体が、それぞれ例示されている。この組成物では、粘着性ポリマーと、熱可塑性結合剤と
は相分離していることが必要である。その理由は、ホットメルト接着剤を液状にして塗布
する際の塗工性を高め、かつ、塗工後に比較的長い時間（冷えて、見かけ上固化した後も
）、粘着性を保持させるためである。すなわち、この組成物は、加熱により接着面の粘着
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性が高められるフィルム接着剤として利用するよりも、液化させて使用するタイプの接着
剤として利用するのに適したものである。
【０００９】
特開平６－２５６７４６号公報、特開平５－３３９５５６号公報等には、粘着性アクリル
系ポリマーと、熱可塑性樹脂としてのフェノキシ樹脂、さらにエポキシ樹脂と、その架橋
剤とを含有する組成物から形成された、熱活性フィルム接着剤が開示されている。上記粘
着性アクリル系ポリマーは、カルボキシル基、水酸基、またはエポキシ基を分子内に有す
ることが好適とされている。
【００１０】
【発明が解決しようとする課題】
通常、電気用途で用いられるフィルム接着剤（フィルム状の接着剤）は、打ち抜き加工後
に位置合わせをし、電子部品等を接着するために使用されるので、粘着性（常温、約２５
℃での粘着性）は可及的に低い方が良く、実質的に粘着性がないものが特に好適である。
また、電気用途の接着剤は、耐熱性が要求される場合が多いので、通常の感圧性接着剤は
、この用途に適さなかった。
【００１１】
一方、通常の粘着性ポリマーと、熱可塑性樹脂との組み合せでは、フィルム接着剤の接着
面が粘着性を持つことは避けられなかった。接着面が粘着性を持つフィルム接着剤では、
前述の粘着フィルムがかかえる問題を解決することはできない。また、粘着性ポリマーを
効果的に用いなければ、接着力を高めることは困難である。
【００１２】
したがって、本発明の目的は、表面が実質的に粘着性を持たない（いわゆる、「タックフ
リーの」）フィルム接着剤の形成が可能で、前述の粘着フィルムがかかえる問題を解決で
き、かつ、接着力を高めることが容易である、熱活性接着剤組成物を提供することにある
。
【００１３】
【課題を解決するための手段】
本発明は、上記課題を解決するために、粘着性ポリマーと、ポリエステルとを含んでなる
熱活性接着剤組成物において、前記粘着性ポリマーが、分子内にヒドロキシル基とフェニ
ル基とを有するポリマーを含んでなることを特徴とする、熱活性接着剤組成物を提供する
。
【００１４】
本発明の熱活性接着剤組成物では、ポリエステルと組み合わせて用いられる粘着性ポリマ
ーが、分子内にヒドロキシル基とフェニル基とを有するポリマーを含んでなることを特徴
とする。この様な粘着性ポリマーは、ポリエステルとの相溶性が高く、接着剤組成物の常
温での粘着性を実質的に無くすことができ、通常の感圧性接着剤に比べて高い耐熱性を有
する。一方、加熱した時には高い粘着性を示すので、加熱圧着操作により高接着力で被着
体どうしを接着することができる。
【００１５】
接着剤組成物全体に占める、上記ポリエステルの含有割合は、通常５～５０重量％、好適
には１０～４５重量％である。ポリエステルが少なすぎると、接着剤組成物の常温での粘
着性を実質的に無くすことができず、反対に多すぎると、圧着直後から高い接着力を発揮
することができないおそれがある。一方、上記２つの官能基（ヒドロキシ基およびフェニ
ル基）を含む粘着性ポリマーの接着剤組成物全体に占める割合は、通常５０～９５重量％
以上、好適には５５～８９重量％である。
【００１６】
上記ポリエステルは、常温（約２５℃）で実質的に非粘着性であり、かつ加熱により溶融
可能な結晶性を有するものであれば特に限定されない。しかしながら、好適にはポリカプ
ロラクトンである。ポリカプロラクトンとは、（ｉ）カプロラクトンを含有する出発物質
を重合して得られるポリエステル、または、（ｉｉ）カプロラクトンの開環重合により得
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られた重合単位（ユニット）を、分子内に含むポリエステルである。上記粘着性ポリマー
とポリカプロラクトンとを含む組成物では、ポリカプロラクトンの結晶化により、常温で
はほとんど粘着性がないが、加熱によりポリカプロラクトンが溶融し、強い接着力を発現
することができる。この様な効果は、上記の分子内にヒドロキシ基とフェニル基とを同時
に有する粘着性ポリマーが、アクリル系ポリマーである場合に特に高められる。この様な
アクリル系ポリマーと、ポリカプロラクトンとの相溶性が特異的に優れているからである
。
【００１７】
本発明の熱活性接着剤組成物は、好適には架橋剤を含有する。これにより、電気用途の接
着剤として要求される耐熱性、特に半田耐熱性を効果的に高めることができる。
【００１８】
本発明の熱活性接着剤組成物は、加熱により液化させて使用するタイプの接着剤として利
用することも可能であるが、加熱により接着面の粘着性が高められるフィルム接着剤とし
て利用するのが好適である。すなわち、本発明の１実施形態は、上記熱活性接着剤組成物
からなり、所定の厚さを有するフィルム接着剤を提供する。この様なフィルム接着剤では
、室温での粘着性を実質的に無くすことができ、通常の感圧性接着剤に比べて高い耐熱性
を有する。一方、加熱した時には高い粘着性を示すので、加熱圧着操作により高接着力で
被着体どうしを接着することができる。
【００１９】
【発明の実施の形態】
本発明で用いる粘着性ポリマーは、常温（約２５℃）で粘着性を示すポリマーであり、分
子内にヒドロキシル基とフェニル基とを有するポリマーを含んでなるものであれば特に限
定されない。たとえば、アクリル系ポリマー、ニトリル－ブタジエン系共重合体（ＮＢＲ
等）、スチレン－ブタジエン系共重合体（ＳＢＲ等）、ポリウレタン、シリコーン系ポリ
マー等である。粘着性ポリマーは、これらのポリマー１種単独、または２種以上の混合物
から構成される。
【００２０】
分子内に上記官能基を含むポリマーは、出発モノマーとして、分子内にヒドロキシ基を有
するモノマーと、分子内にフェニル基を有するモノマーとを含む原料を用いて重合して得
ることができる。あるいは、重合後、分子内の別の官能基（たとえば、カルボキシル基）
を反応させて、ヒドロキシ基およびフェニル基に変換しても良い。
【００２１】
ここで、本発明で用いることができるアクリル系ポリマーの好適な１例について説明する
。出発モノマーとして、（Ａ）１または２以上のフェノキシアルキルアクリレートと、（
Ｂ）ヒドロキシル基を分子内に有するモノマー、必要に応じて（Ｃ）（メタ）アクリル酸
アルキルエステルとを含有する原料を、通常の方法、たとえば、乳化重合、溶液重合、塊
状重合、懸濁重合等により共重合させて調製することができる。
【００２２】
上記（Ａ）成分としては、たとえば、フェノキシエチルアクリレート、フェノキシプロピ
ルアクリレート等が使用できる。また、上記（Ｂ）成分としては、たとえば、アクリル酸
２－ヒドロキシエチル、アクリル酸２－ヒドロキシプロピル、アクリル酸２－ヒドロキシ
メチル、メタクリル酸２－ヒドロキシエチル、メタクリル酸２－ヒドロキシプロピル、ヒ
ドロキシ－３－フェノキシプロピルアクリレート等を挙げることができる。さらに、上記
（Ｃ）成分としては、たとえば、アクリル酸ｎ－ブチル、アクリル酸イソブチル、アクリ
ル酸イソオクチル、アクリル酸２－エチルヘキシル等を挙げることができる。
【００２３】
上記（Ｂ）成分としては、ヒドロキシ－３－フェノキシプロピルアクリレート等の、分子
内にヒドロキシル基とフェニル基との両方を含むモノマーが好適である。これにより、粘
着性ポリマーのポリエステルに対する相溶性を特に効果的に高めることができる。
【００２４】
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粘着性ポリマー全体の重合単位に占める、上記２つの官能基を含むモノマー単位（すなわ
ち、（Ａ）成分および（Ｂ）成分に由来する単位の合計）の割合（重量比）は、通常７０
重量％以上、好適には８０重量％以上、特に好適には９０重量％以上である。上記２つの
官能基を含む単位が少なすぎると、ポリエステルとの相溶性が低下するおそれがある。ま
た、ポリマー全体の重合単位に占める、（Ｂ）成分に由来する単位の割合は、０．５モル
％以上、好適には１モル％以上、特に好適には５～１５モル％である。（Ｂ）成分に由来
する単位が少なすぎると、圧着直後から十分に高い接着力（たとえば、０．５ｋｇ／ｃｍ
以上）を発現させるのに不利になるおそれがあり、（Ｂ）成分に由来する単位が多すぎる
と、ポリエステルとの相溶性が低下するおそれがある。
【００２５】
本発明で使用される粘着性ポリマーは、本発明の効果を損なわない限り、上記２つの官能
基（ヒドロキシ基およびフェニル基）を含むポリマーに加えて、上記２つの官能基を持た
ないポリマーも含むことができる。しかしながら、粘着性ポリマー全体に占める、上記２
つの官能基（ヒドロキシ基およびフェニル基）を含むポリマーの割合は、通常７０重量％
以上、好適には８０重量％以上、特に好適には９０重量％以上である。
【００２６】
また、粘着性ポリマーの分子量は、所定の接着力が発揮される範囲であれば良く、通常は
重量平均分子量で１０, ０００～１００, ０００の範囲である。また、従来の感圧性接着
剤と同様に、粘着性ポリマーとともに粘着付与剤を使用することもできる。また、本発明
の効果を損なわない限り、上記粘着性ポリマーは、熱または放射線（紫外線、電子線等）
により架橋可能なものであっても良い。粘着性ポリマーの架橋は、被着体に接着する前ま
たは／および後に架橋することができる。
【００２７】
一方、ポリエステルの分子量は、所定の接着力が発揮され、かつ組成物の常温での粘着性
を実質的に無くせる範囲であれば良く、重量平均分子量が、通常５００～２００, ０００
、通常１，０００～１００, ０００、の範囲である。分子量が小さすぎると、接着力が低
下するおそれがあり、反対に大きすぎると、粘着性ポリマーとの相溶性が低下し、組成物
の常温での粘着性を無くすのが困難になるおそれがある。
【００２８】
本発明の熱活性接着剤組成物は、通常の混合操作により、各原料を均一に混合して調製で
きる。たとえば、粘着性ポリマー、ポリエステル、溶剤、必要に応じて加えられる架橋剤
等の添加剤を、ホモミキサー、プラネタリーミキサー等の混合装置で混合し、各材料を均
一に溶解または分散させ、液体の組成物を調製することができる。
【００２９】
この液体の組成物は、通常、前記粘着性ポリマーを溶解して含む第１溶液と、前記結晶性
ポリマーを溶解して含む第２溶液とを混合し、前記粘着性ポリマーと前記結晶性ポリマー
とを均一に溶解して含む前駆体溶液として調製でき、この前駆体溶液を乾燥し、その前駆
体溶液の乾燥物からなる熱活性接着剤組成物を形成することができる。この様にすれば、
結晶性のポリカプロラクトンと、ヒドロキシ基とフェニル基とを有する粘着性ポリマーと
の、特異なモルフォロジー（相互連結構造）を形成でき、前述の性能（常温での非粘着性
および高接着力）を、特に効果的に発揮させることができる。なお、架橋剤を添加する場
合、通常、架橋剤を含む第３溶液を、上記前駆体溶液に添加する。
【００３０】
上記の様にして調製された液体組成物を、基材上に塗布、乾燥し、接着剤組成物からなる
フィルム接着剤を形成することができる。塗布手段には、ナイフコーター、ロールコータ
ー、ダイコーター、バーコーター等の公知の手段が使用できる。上記基材としては、ライ
ナー等の剥離性を有するもの、接着すべき被着体、接着シートの支持体等が使用できる。
ライナー等の剥離性を有するものを用いた場合、接着剤組成物からなるフィルム接着剤を
容易に単離して得ることができる。
【００３１】
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また、フィルム接着剤を形成する際の乾燥は、通常６０～１８０℃の温度にて行われる。
乾燥時間は、通常、数十秒から数分である。フィルム接着剤の厚みは、１０～１，０００
μｍ、好適には２０～５００μｍ、特に好適には５０～１００μｍである。
【００３２】
本発明のフィルム接着剤は、接着シートの接着層として使用することもできる。すなわち
、本発明は、支持体と、その支持体の一方の主要面上に固着された熱活性接着剤組成物か
らなる接着層とを有する、接着シートを提供する。上記支持体は、特に限定されないが、
通常は、従来の接着シートのベースフィルムとして使用されているものであって、可撓性
を有するものが使用される。たとえば、紙、金属フィルム、プラスチックフィルム等が使
用できる。プラスチックとしては、ポリイミド、ポリ塩化ビニル、アクリル系ポリマー、
フッ素系ポリマー、ポリエステル（ＰＥＴ等）、ポリウレタン等の合成ポリマーが使用で
きる。
【００３３】
支持体は、可視光や紫外線を透過するものであっても、着色されたものや、印刷等により
装飾が施されたものであっても良い。また、金属光沢性の外観を付与するために、金属蒸
着膜が設けられたものであっても良い。さらに、接着シートに光学的な機能を付与するた
めに、偏光フィルム、誘電反射フィルム、再帰反射フィルム、プリズムフィルム、蛍光フ
ィルム、フィルム状エレクトロルミネッセンス素子等を支持体として用いることもできる
。一方、支持体表面の耐汚染性を高めるためには、支持体表面に光触媒層を形成すること
もできる。また、支持体は、２以上の異なる層から構成されていても良い。支持体の厚み
は、通常５～５００μｍ、好適には１０～３００μｍである。厚みが薄すぎると接着シー
トの機械的強度が低下し、耐久性が低下するおそれがあり、反対に厚すぎると、接着シー
ト全体の柔軟性や可撓性が低下し、貼り付け作業が困難になるおそれがある。
【００３４】
支持体の接着層を形成する側の面には、プライマー層を設けることもできる。通常、プラ
イマーは、プライマーとなる材料を含む塗液を調製し、これを支持体の一方の主要面上に
塗布してプライマー層を形成する。
【００３５】
接着層の接着面は、通常ライナーで保護しておく。ライナーは、通常、紙、プラスチック
フィルム、またはこれら両者を積層したフィルムから形成される。
【００３６】
また、本発明の接着剤組成物に、本発明の効果を損なわない限り、従来公知の添加剤を加
えることができる。たとえば、粘度調製剤、消泡剤、レベリング剤、紫外線吸収剤、酸化
防止剤、顔料、防黴剤、ガラスビーズ等の無機粒子、粘着性ポリマーまたは非粘着性のゴ
ム系ポリマーからなる弾性微小球等である。
【００３７】
前述の様に、本発明の接着剤組成物は、架橋剤を含むのが好適である。架橋剤は、接着剤
組成物の耐熱性を高めることができる。架橋剤としては、たとえば、イソシアネート化合
物、メラミン化合物、エポキシ化合物、ポリ（メタ）アクリレート化合物等が使用できる
。接着剤組成物全体に占める架橋剤の割合は、通常２０重量％以下、好適には０．２～１
０重量％、特に好適には０．５～５重量％である。架橋剤が少なすぎると、耐熱性を高め
ることができないおそれがあり、反対に多すぎると接着力が低下するおそれがある。
【００３８】
なお、接着剤組成物は、被着体に接着する前または／および後に架橋することができる。
ただし、接着剤組成物を被着体に適用する前に架橋する場合、接着剤組成物が、加熱によ
り十分な熱粘着性を発揮する様にしなければならない。また、接着剤組成物の架橋は、通
常、粘着性ポリマーを架橋して行う。
【００３９】
【実施例】
（実施例１～１０）
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まず、粘着性ポリマーを含む酢酸エチル溶液（不揮発分濃度＝３０重量％）と、ポリカプ
ロラクトンを含むトルエン溶液（不揮発分濃度＝３０重量％）とを混合し、前駆体溶液を
形成した。この前駆体溶液を、剥離フィルム（ＰＥＴフィルム）上に塗布、乾燥し、剥離
フィルムの上に、７０μｍの厚さのフィルム接着剤を形成した。表１にフィルム接着剤の
組成を示す。なお、実施例５～８では、上記前駆体溶液にイソシアネート系架橋剤を所定
量を添加し、添加後の溶液を塗布、乾燥してフィルム接着剤を形成した。
【００４０】
すべての実施例のフィルム接着剤では、２５℃では粘着性（フィンガータックテストによ
る）を持たないことが確認された。また、すべての実施例のフィルム接着剤は、１２０℃
で熱活性可能であった。
【００４１】
なお、各実施例の粘着性ポリマーは、分子内にフェノキシ基を有するモノマー（フェノキ
シエチルアクリレート：大阪有機化学工業株式会社製「（品名）ビスコート＃１９２」）
と、分子内にフェノキシ基とヒドロキシ基とを有するモノマー（２－ヒドロキシ－３－フ
ェノキシプロピルアクリレート：東亜合成化学工業株式会社製「（品名）アロニクスＭ－
５７００」）とからなる出発モノマーを、酢酸エチル溶媒中にて溶液重合して調製した。
また、各実施例における、分子内にフェノキシ基を有するモノマー（＃１９２）と、分子
内にフェノキシ基とヒドロキシ基とを有するモノマー（Ｍ５７００）との含有割合は、以
下に示すとおりであった。
【００４２】
（比較例１）
一方、粘着性ポリマーとして、分子内にフェノキシ基もヒドロキシ基も含まない以外は、
実施例１と同様にして、比較例１のフィルム接着剤を形成した。フィルム接着剤の組成を
表１に示す。比較例１のフィルム接着剤は、２５℃では粘着性（フィンガータックテスト
による）を有していた。
【００４３】
〔表１〕
組成表
実施例１　　　ＰＳ１／ＰＣＬ　＝　７０／３０
実施例２　　　ＰＳ２／ＰＣＬ　＝　７０／３０
実施例３　　　ＰＳ２／ＰＣＬ　＝　８５／１５
実施例４　　　ＰＳ２／ＰＣＬ　＝　５５／４５
実施例５　　　ＰＳ２／ＰＣＬ／Ｌ４５　＝　７０／３０／０．７
実施例６　　　ＰＳ２／ＰＣＬ／Ｌ４５　＝　７０／３０／１．５
実施例７　　　ＰＳ２／ＰＣＬ／Ｌ４５　＝　７０／３０／２．３
実施例８　　　ＰＳ２／ＰＣＬ／Ｌ４５　＝　７０／３０／４．５
実施例９　　　ＰＳ３／ＰＣＬ　＝　７０／３０
実施例１０　　ＰＳ４／ＰＣＬ　＝　７０／３０
比較例１　　　ＰＳ５／ＰＣＬ　＝　７０／３０
注）上記の量はすべて重量部である。
ＰＣＬ　：ポリカプロラクトン、
ダイセル化学株式会社製「（品名）プラクセルＨ７；分子量＝７０，０００」
ＰＳ１　：＃１９２：Ｍ５７００＝９５：５（モル比）
ＰＳ２　：＃１９２：Ｍ５７００＝９０：１０（モル比）
ＰＳ３　：＃１９２：Ｍ５７００＝９９：１（モル比）
ＰＳ４　：＃１９２：Ｍ５７００＝９７：３（モル比）
ＰＳ５　：２－エチルヘキシルアクリレート：アクリル酸　＝　９０：１０（重量比）
Ｌ４５　：イソシアネート系架橋剤、日本ポリウレタン株式会社製「（品名）コロネート
」
【００４４】
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１２０℃、５ｋｇ／ｃｍ2 で１分間圧着し、圧着直後の接着力を評価した。結果を表２に
示す。なお、接着力は、５０ｍｍ／分の剥離速度、１８０度方向の剥離試験における剥離
強さである。
【００４５】

【００４６】
また、これらの結果から、圧着直後に０．５ｋｇ／ｃｍ以上の接着力を得るためには、粘
着性ポリマー中のフェニルキ基とヒドロキシル基とを有するモノマー単位の含有量は、５
モル％以上であるのが好適であることが分かった。
【００４７】
一方、厚さ２ｍｍのポリエーテルイミドの板と、厚さ２５μｍのポリイミドフィルムとの
間に、表３に示す各例のフィルム接着剤を挟み、１２０℃、５ｋｇ／ｃｍ2 、１分の圧着
を行った後、１５０℃で３０分の加熱（エージングまたはポストキュア）を行ったものに
ついて、接着力を評価した。結果を表３に示す。また、各例のフィルム接着剤を、２６０
℃の半田浴の上に１分間置いた際の発泡の有無を調べ、半田耐熱性を評価した。発泡が無
かった場合を「合格」と判定した。同様に、結果を表３に示す。
【００４８】

【００４９】
これらの結果から、特に良好な半田耐熱性（２６０℃／１分という比較的厳しい条件での
耐熱性試験）を実現するためには、架橋剤を添加することが好適であることが分かった。
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